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歴史的典籍NW事業の取組みについて

1The 8th International Conference on Pre-modern Japanese Texts

日 時：令和4(2022)年11月11日（金） 9:05～9:20
開催方法：オンラインシンポジウム（YouTube動画配信）

データを保管する・活用する



2NIJL-NW PROJECT
•Term: 2014-2023
• To make publically available on the internet a collection of

300,000 digitized Japanese pre-modern books from
various fields, along with their bibliographies. 226,000 books
will be released by March 2023.

• To promote collaborative international research projects through
the use of digitized materials.

• To build networks for collaborative international research.

In terms of number of images, 24 million.



NIJL-NW PROJECT 
OUR CURRENT NETWORK: OVER 127 ORGANIZATIONS

UNIVERSITIES AND RESEARCH INSTITUTIONS

DOMESTIC AND INTERNATIONAL

Europe
College de France
Università degli Studi di Firenze
Leiden University
Università Ca' Foscari Venezia
Università degli Studi di Napoli Federico II
Sapienza – Università di Roma
Bibliotheca Apostolica Vaticana
University of Cambridge
British Library
Staatsbibliothek zu Berlin
Ruprecht-Karls-Universität Heidelberg
Goethe-Universität Frankfurt am Main

Asia
高麗大学校
北京外国語大学

North America
The University of British Columbia
Columbia University
University of California, Berkeley East Asian Library
University of Hawaii, Manoa
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資料を秘蔵（＝死蔵）するニッポンからの脱皮を

Research methods changed by digitization



5Japanese pre-modern books in a Time of Disaster

直面している世界的危機にも先人の書物が有効
災害・疫病等に対する書物が現存

パンデミックに
如何に日本人は
対処してきたか
幾層にも存在

日本古典と感染症
5．4万回視聴

YouTube
国文学研究資料館

ブックレット〈書物をひらく〉
角川ソフィア文庫「日本古典と感染症」

https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200017748/viewer/1
https://www.youtube.com/watch?v=lzU_iLRXz9g
https://www.youtube.com/channel/UComv2mV_I1JKz9H690ST-7w
https://www.heibonsha.co.jp/search/s8575.html
https://www.kadokawa.co.jp/product/322005000659/


6Database of Pre-modern Japanese Works
新日本古典籍総合データベース

https://kotenseki.nijl.ac.jp/Top Page
Tag Search

Viewer

About 1,150,000 tags



7Database of Pre-modern Japanese Works



85 features of the DB

Make more accessible and easier to use

Creative Commons license the DOI system



9Approach to research resource disclosure

①だれでも自由に 無料で・登録なしで
秘蔵・秘匿は死蔵！

自由に使ってください。

②利用手続きの明確化（論文引用・出版等々）

可能な限り自由に利用へ

CCライセンス…作品を公開するものが「この条件を守れば自由に使って構わない。」という
意思表示をするツール。

所蔵機関への許諾申請なしに一定の条件下で自由に使える

クリエイティブコモンズ表示

OPEN DATA
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③いつみても確認可能 リンク切れなし

教育・研究利用には必須

結果の安定性
Digital Object Identifier＝DOI 研究データ保有機関のみ可能

岩波文庫
「源氏物語」

④ストレスフリーなビューワ
画像共有の新標準IIIF

世界中のどこのデジタルアーカイブでも、自分に適したビューワで表示可能

https://doi.org/所蔵機関番号/資料番号

Approach to research resource disclosure



11Collections

永濯先生自筆
神代人物唐人仙仏集

https://kotenseki.nijl.ac.jp/page
/list-rkrp.html

https://kotenseki.nijl.ac.jp/page/
list-tkgl.html

Tokyo University of the Arts

立教大学
江戸川乱歩記念

大衆文化研究センター

Edogawa Rampo
Collection



12Collections
池田亀鑑旧蔵本（東海大学桃園文庫）

東海大学付属図書館所蔵

大島雅太郎旧蔵
青谿書屋本土佐日記

Seikado Bunko Library（静嘉堂文庫）



13List of Holders of the Digital Collections

①

②

List of Holders of the Digital Collections accessible 
via the Database of Pre-Modern Japanese Works

DB Top Page

https://kotenseki.nijl.ac.jp/page/en/usage.html

https://kotenseki.nijl.ac.jp/page/en/usage.html


14Cooperate with CODH to promote open data

Data sets readily downloadable
for easy viewing

http://codh.rois.ac.jp/

Pre-Modern Japanese Text
Kuzushiji Dataset
KMNIST Dataset
Edo Cooking Recipes
Bukan Complete Collection

Edo Maps Beta
Edo Shopping Guide
Edo Sightseeing Guide
Collection of Facial 
Expressions



15The Kuzushiji open dataset : a million character images

産業化：凸版印刷、くずし字解読
支援システム「ふみのはゼミ」

Kaggle competition
Kuzushiji Recognition

a set of machine learning 
data KMNIST

Mobile Application MIWO

Anyone can use it 
freely

1 million Char-shape 
open data

DAPCON
2020デジタルアーカイブ産業賞

https://www.toppan.co.jp/biz/fuminoha/seminar.html
http://codh.rois.ac.jp/miwo/


16Multi-database Search System for Historical Chinese Characters

https://mojiportal.nabunken.go.jp/en/

https://mojiportal.nabunken.go.jp/en/


Promote collaborative research

一例：藤原定家『明月記』の記述から、鎌倉時代における連発巨大磁気嵐の発生
パターンを解明、アメリカ地球物理学連合「Space Weather」に掲載、新聞各紙に
も取り上げられた。

一例：日本最古の天文記録として知られる『日本書紀』推古28年（620年）のくだり
に記された「赤気」について、近年の古典籍を用いたオーロラ研究で解明されて
きた「扇形オーロラ」と整合的であることを解明
「形似雉尾」という表現に着目し、緯度の低い地域で見られる扇形のオーロラを目撃し

た当時の日本人は、雉の扇形の尾羽でオーロラを例えたのだろうという解釈を新たに提
唱

明和７（1770）年、福井方面に
見えたオーロラ（東北大学所蔵『星解』）

＜異分野融合研究等の醸成＞
典籍防災学関係

宇宙災害への関心を喚起：最悪の磁気嵐を予測する上で重要な情報
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古代甘味料の復元
古代に砂糖の代わりに使用されていたが中世以降に生産が途絶え、現在は幻の調味
料となっている甘味料「甘葛煎」（あまづらせん）について、複数のブドウ科植物から、

甘葛煎様の甘味料をつくることに成功

＜異分野融合研究等の醸成＞

『甘葛考』（写本）に収蔵されているブドウ科の１種国立国
会図書館蔵

現代に復元することで新たな価値を再認識する

江戸料理の復元
レシピの公開

老舗料理店とのコラボ

18Promote collaborative research



＜異分野融合研究等の醸成＞

DNA書物学

https://www.nature.com/articles/s41598-018-30617-0

書物から
先人の生活を探る

文字の形から先人たちの情報伝播ルートを探る
1300年の文字を検索（他機関と共同で公開）

https://mojiportal.nabunken.go.jp/

19Promote collaborative research



◯葛飾北斎の伝奇小説の挿絵をベースに、新たな見送り絵を創出しようというコン セ
プトのもと、ねぷた絵師・川村岩山氏が色紙に新たに描き下ろした30点を展示した「ね
ぷた見送り絵リブート！ ～デジタルアーカイブからよみがえる北斎の女たち～」を開催。

研究成果の集大成として、共同研究成果HPと報告書『津軽デジタル 風土記資料
集』を刊行

◯機構内連携共同研究の研究成果として、

総研大文化科学研究科共通科目「総合書物論」を開講

＜総合書物学の推進・構築＞ ＜文献観光資源学等の推進＞

20Promote collaborative research



国際共同研究を推進し、研究成果
を英文オンライン・ジャーナル（ＳＪ
ＬＣ）として刊行

第1号 平成30年7月発行
第2号 平成31年3月発行
第3号 令和 2 年3月発行
第4号 令和 3 年3月発行
第５号 令和 ４ 年3月発行

＜英文研究誌の発刊（オンライン）＞ ＜動画配信による研究成果の発信等＞

＜一般向けにブックレット等で研究成果を公開＞

日本古典と感染症
5．4万回視聴

○SJLCサイト閲覧数（～R4.9まで）
15,400件

○論文DL数（H30.7～R4.3）
・一括DL1067件、
うちR3年度のみ228件

・論文個別DL 20,105件、
うちR3年度のみ 8,064件

21Promote collaborative research



フロンティア事業とは
10年20年先を見据える事業

■先導的な共同研究の推進(課題設定による先導的人文学•社会科学研究の推進）
人文学・社会科学が参画する共同研究には、大別して

①諸学の密接な連携によってブレイクスルーを目指して研究方法の革新を目指す「領域開拓」

②現実の人間社会における様々な問題に係る解決案の創出を目指す「実社会対応」

③国際的な研究の場に参画し、リードしていく「グローバル展開」

の三つの目的がある。

【課題】 理系の場合、社会との連携は当たり前！ 人文系は？
論文発表に対する意識の相違（オンライン／紙媒体）

NW事業 10年前の起点から 22

「リスク社会の克服と知的社会の成熟に向けた人文学及び社会科学の振興について（報告）」
2012年7月25日科学技術・学術審議会学術分科会



人文学の現在
◇「統合イノベーション戦略2020」（令和2年7月17日閣議決定）

人文・社会科学の振興について、人文・社会科学が、新型コロナウイルス感染症等の新興感染症、地球環境問題、

人口減少・超高齢化、グローバル化に伴う社会経済の不安定化等の課題や、科学技術の社会実装に向けた倫理

的・法制度的・社会的課題の解決に向けて貢献していくため、研究者の内在的な課題意識に基づく研究活動を支

援するとともに、人文・社会科学の知見を活用して社会の具体的課題を解決するための取組を推進する。

◇「コロナ新時代に向けた今後の学術研究及び情報科学技術の振興方策について（提言）」
（令和２年９月30日科学技術・学術審議会学術分科会・情報委員会）

総合的・計画的な人文学・社会科学の振興により、新たな価値の提示や社会課題の解決等においてそれらの知

見を活用

◇内閣府「第６期科学技術・イノベーション基本計画について」
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html

◯「人文・社会科学の振興と総合知の創出」の項参照

◯新たな技術を社会で活用するにあたり生じる制度面や倫理面、社会における受容などの課題に対応するため、

人文・社会科学も含めた「総合知」を活用できる仕組みを構築する。
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https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html
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ご視聴ありがとうございました
私の報告は以上です
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